
　　職場体験事後学習

古石場高齢者在宅サービスセンター



事業所についての説明

　　　　さざんか　　　　　　　　　　ひまわり　　　　　　

認知症対応型通所介護　　　　　高齢者在宅サービスセンター　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
通所介護

定員：１２名　　　　　　　　　定員：４２名　　　　　　　
特長３つの「W」　　　　　　　 多彩な行事　　　　　　　　
Walk⋯歩く（屋外・屋内歩行）　夏祭りや運動を兼ねた外出や
Work⋯働く（援ジョイワーク　　　　　　　　　　　季節行事　　　　　　　　　
プログラム） 月に２〜３回の保育園とのWrote⋯書く（大人の
学校）　　  交流など、プログラムの　　　　　　　　　　　　　　　　 
充実を図っている



体験内容 利用者さんの髪のドライヤー

午前中、家などでお風呂に入るのが大変な方などが　　　
お風呂に入ることができます。

そこで出てきた人のドライヤーかける担当をしました。

体験したことの手順

①水かお茶か、聞く ⇢ 脱水症状予防

②肩にタオルをかけ、声をかけてからドライヤー

③くしでとく



体験内容 コミュニケーション

コミュニケーションでは、利用者の皆さんと様々なお話を
しながらお茶を注ぎに行ったりしました。　　　　　　　
他にも、プログラムへの参加時にもコミュニケーションを
とりました。

⚠注意点⚠
・テレビを見たり、塗り絵をしている方もいるので配慮を　
する

・お茶注いでほしい人がいたら、一声かける　　　　　　
「お注ぎします。」「失礼します。」



体験内容 昼食、おやつの配膳・下膳
一人ひとりの、アレルギー・摂取制限などが考えられた　
すべてサービスセンター手作りの昼食や、　　　　　　　
おやつの配膳・下膳を手伝いました。

⚠注意⚠
・一人ひとりに配っていくため、最後に配られる方は特に　
時間が空いてしまうので、ここでも一言　　　　　　　　
「お待たせしました。」

・下膳するときも「お下げしていいですか？」



体験内容 プログラムへの参加
2月3日

節分→ボール投げ

（ルール：青鬼と赤鬼にわかれて大が5点（1個）、中が3点（2個）、　
小が1点（2個）のボールを鬼の箱に入れその合計点を競う）

2月4日

体操→ラジオ体操第1から第2、体の血行を良くする運動

2月5日

脳トレ→間違い探しやクロスワード



インタビュー

Q:仕事をする上で大切にしている、気をつけていることは？

Q:仕事の魅力は？

Q：この仕事がどんな人が向いているのか

A. 安全で元気のまま帰ってもらうこと。

A.違う世代の人と関われる。

A.  一人一人に寄り添える人。広い視野が持てる人。



学習のまとめ

職場体験を通して

○分かったこと

　配慮することの大切さ・介護に関する知識

○感じたこと

　仕事をすることの大変さ・やりがい

○学んだこと

　利用者様との接し方・声掛けの重要性



感想

・利用者さんに、かける一言一言の大切さだけでなく　　　　　
働く人たちとのあいさつ・コミュニケーションも　　　　　　
大切なのだと感じさせられました。

・3日間働いてみて、事業所で働いている人たちの　　　　　　
大変さや利用者様と交流することの楽しさを学ぶことが　　　
できた。

・職場体験を通して、やりがいや働くことの大変さを感じ　　　
ました。普段ではできないような体験をして、介護職に　　　
ついての理解を深めることができました。


